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催し物
Events

令和７年度
｢看護の日・看護週間｣イベント
　看護への興味・関心を深められるイ
ベントです。
中央行事
期間／４月15日（火）～21日（月）
場所／そごう千葉店　地階ギャラリー

（千葉市中央区新町1000）
内容／千葉県看護協会の活動内容など
を展示
利根地区部会行事
日時／５月10日（土）　午前10時～
場所／イオンモール銚子（銚子市三崎
町２-2660-1）
内容／各種測定、健康相談、看護の進
路相談など　※申し込み不要。
〈共通事項〉
費用／無料

公益社団法人千葉県看護協会（☎04 
3-245-0025）

お知らせ
Information

環境ボランティア団体と
美化モデル地区に報奨金などを交付
環境ボランティア団体
対象／公共的な場所の清掃や不法投棄
ごみの回収などを行う、市民10人以
上で構成された団体
報奨金の額／５万円以内　※活動に参
加した人数で算出。
環境美化モデル地区
対象／公共的な場所の清掃や美化活
動、不法投棄ごみの回収などを行う区
や自治会
奨励金の額／５万円以内
〈共通事項〉
申し込み方法／環境課か市ホームペー
ジから入手できる交付申
請書、事業計画書、活動
参加予定者名簿に必要事
項を記入し、提出してく
ださい。

きれいな旭をつくる会事務局（☎62- 
5329・環境課環境美化班内）

４月６日（日）～15日（火）は
春の全国交通安全運動
　「青だけど 自分の目で見て たしか
めて」をスローガンに、春の全国交通
安全運動を実施します。
　子どもや高齢者などの交通弱者を交
通事故から守るため、交通ルールとマ
ナーを守り、一人一人が交通事故防止
に努めましょう。
運動の重点目標
●�子どもをはじめとする歩行者が安全

に通行できる道路交通環境の確保と
正しい横断方法の実践　

●�歩行者優先意識の徹底とシートベル
ト・チャイルドシートの適切な使用
の促進　

●�飲酒運転やながら運転などの悪質・
危険な運転の根絶　

●�自転車・特定小型原動機付自転車利
用時のヘルメット着用と交通ルール
遵守の徹底
市民生活課市民生活支援班（☎62-53 

96）

高齢者の暮らしに寄り添う情報誌
「旭市シニア生活便利帳」を発行
　旭市シニア生活便利帳は、弁当や日
用品の宅配、自宅に訪問して散髪や片
づけ、草刈りなどを行う、高齢者の暮
らしに役立つお店などを紹介する生活
情報誌です。
　便利帳は、各地域の民生委員を通じ
て、１人暮らし・高齢者のみの世帯へ
配布しているほか、次の場所や市ホー
ムページでも入手できます。
配布場所／高齢者福祉課、旭市中央地
域包括支援センター、旭
市東部地域包括支援セン
ター、旭市北部地域包括
支援センター

高齢者福祉課高齢者班（☎62-5350）

東部家畜保健衛生所が
４月１日（火）から移転しました
　組織の再編に伴い、住所、電話・ファ
クス番号が変わりました。
移転先の住所／匝瑳市今泉7142

千葉県東部家畜保健衛生所（☎0479- 
85-8900・FAX0479-85-5932）

私道を整備する事業に
補助金を交付
　生活環境の向上を図るため、赤道や
分譲地内の私道などの整備を行う団体
に、整備に要する経費の一部が補助さ
れます。
　道路の幅や現状の利用形態など、補
助金の受給には一定の条件がありま
す。申請を予定している団体は、事前
に相談してください。
対象経費／材料費、機械工具損料など
補助額／対象経費の２分の１以内で
150万円まで　※年度内１回に限る。

建設課管理班（☎74-3985）

固定資産課税台帳の
土地や家屋の価格を縦覧できます
　所有する土地や家屋の、令和７年度
の価格を確認できます。
　縦覧には、公的機関が発行した顔写
真入りの本人確認書類（マイナンバー
カード、運転免許証など）の提示が必
要です。
縦覧できる人／固定資産税の納税者（同 
居の親族を含む）、納税管理人、代理
人　※代理人は委任状が必要です。
閲覧場所／税務課
縦覧期限／６月２日（月） 

税務課資産税班（☎62-5323）

ＳＭＳや自動音声を利用して
税務課からお知らせを送信します
　ＳＭＳ（ショートメッセージサービ
ス）や自動音声を利用して、期限を過
ぎても納付の確認ができない人への催
告や、口座振替の登録がない人への勧
奨を行っています。
　このお知らせで、特定の金融機関の
口座を指定して振り込みを求めたり、
ＡＴＭの操作を求めたりすることは一
切ありません。
表示される電話番号
●電話催告：0479-85-5062
●�ＳＭＳ催告：0479-62-1212（+81- 

479-62-1212、243056）または04 
79-85-5062（+81-479-85-5062、
21061）　※使用している回線によ
り、番号が異なります。
税務課収税班（☎62-5322）
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防災行政無線
新しい戸別受信機の配布
　４月中旬に、共和小の投票区内に住
んでいる人へ、戸別受信機を配布しま
す。対象の世帯には往復はがきが届い
ているので、確認してください。
　４月下旬には、琴田小の投票区内に
住んでいる人へ配布します。４月中旬
に往復はがきが届きます。
　対象地区に住んでいる人で、はがき
が届かない場合や、はがきを紛失した
場合は、問い合わせてください。

総務課地域安全班（☎62-5311）

学用品などの購入費用に困ったら
義務教育の就学援助費を支給
対象／小・中学校に通学する児童・生
徒に必要な学用品などの購入が、経済
的に困難な市内在住の保護者
申し込み方法／小・中学校か教育総務
課にある申請書に必要事項を記入し、
関係書類を添えて学校に提出してくだ
さい。
　くわしい内容は、市
ホームページで確認して
ください。

教育総務課総務班（☎85-8617）

道路環境保全事業に
補助金を交付
　地域の安全な道路環境を保全するた
め、区や自治会が立ち木などの除去作
業を行う場合に、経費の一部が補助さ
れます。
対象経費／建設機械借り上げ料、機械
燃料費など
補助額／対象経費の２分の１以内で５ 
万円まで　※年度内１回に限る。

建設課管理班（☎74-3985）

東総文化会館の利用に助成金を交付
「旭市文化施設利用助成金」
対象／市内を活動拠点とし、構成員が
10人以上で、市内在住・在勤者が構
成員の半分以上を占める文化団体
助成額／利用料の３分の１以内で、大
ホールの場合は７万円まで、小ホール
の場合は３万円まで　※入場料を取る
場合は、利用料から入場料を引いた額
の３分の１以内。申請は年度内１回に
限る。
申込期限／事業完了の日から30日以内
申し込み方法／生涯学習課か市ホーム
ページから入手できる申
請書兼実績報告書に必要
事項を記入し、必要書類
を添えて提出してくださ
い。

生涯学習課文化振興班（☎85-8628） 

市税の
夜間納税窓口
　仕事などで日中に納付が困難な人
は、活用してください。
日時／４月10日（木）　午後８時まで
場所／税務課

税務課収税班（☎62-5322）

舞台芸術企画募集採択作品
ＯＫＵＣＨＩＢＡ ＦＥＳ Ｖｏｌ.８ ＲＯＣＫ ＩＮ ＡＳＡＨＩ Ⅱ
　「旭市をロックのまちに」をテーマにしたイベントです。
日時／４月27日（日）　開演：午後４時　
場所／東総文化会館　大ホール
出演／ＢＡＲＡＫＡ、Ｄｉａｍｏｎｄ Ｓｈａｋｅ

イベント情報のお知らせ文化施設から 入場料／当日券：4,500円、前売り券：4,000円
東総文化会館（☎64-2001）

大原幽学展
期間／４月２日（水）～15日（火）
フォト＆ムービークラブ　写真展
期間／４月16日（水）～30日（水）

〈共通事項〉
時間／午前９時～午後５時　※最終日は午後３時まで。

海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
４月の休館日　月曜日

東総文化会館
４月の休館日　月曜日

対象団体／市内を活動拠点とし、構
成員のうち市内に在住・在勤・在学
の人が５人以上で、過半数になる団
体　※旭市市民まちづくり活動団体
への登録が必要です。構成員に市税
の滞納がある場合や、営利・政治・
宗教活動を行う団体は対象外。
対象事業／対象団体が市内で行う、
福祉向上や公益上の必要が認められ
る事業　※同一事業で、市から別の
補助金を受けている場合は対象外。
対象経費／事業に必要な事務費、講
師謝礼、ポスターなどの印刷費、通
信費など　※人件費、食糧費、賞品・
記念品購入費や、団体の運営費など
は対象外。入場料などの収入は、補
助対象経費から差し引きます。
補助金の種類
●スタート支援
　団体設立や事業開始に必要な費用
などを支援します。

市民まちづくり活動支援事業
を追加募集

対象／設立後２年以内で、継続して
活動する団体
補助率／対象経費の10分の９以内
で10万円まで　※１団体１回限り。
●ステップアップ支援
　新規事業や事業の拡大などに必要
な費用を補助します。
対象／設立後１年以上の団体
補助率／対象経費の10分の８以内
で30万円まで　※年度内１回に限
り、最大５回（スタート支援を受け
た場合は４回）まで。最終年度の補
助率は10分の５以内です。

〈共通事項〉
申込期限／４月30日（水）
申し込み方法／市民生活課か市ホー
ムページから入手でき
る申請書に必要事項を
記入し、提出してくだ
さい。
選考方法／書類審査、事業説明審査

市民生活課市民生活支援班（☎
62-5396）

広報あさひ　2025.4.1 14


